
」avaプログラミング I

10回目 配  列

|: 今日の請義で学ぶ内容
・配列とその使い方

・基本型変数と参照型変数

・拡張 for文

配  列

配列の利用手順

配列変数の宣言

配  列   |    :

同じ型である複数の変数を一括して管理する機能です

直観的には、

言   聯

配列変数とは配列を扱う (代入する)

う
の

参照

変数です

月

飼りｏ期
こ様同と数変の常

―
  いヽlⅥt

型と識別子を指定して次のように行います

回

・
臓別引[]J
・ ″ み

または

鴫
識別割3  //3avaで の標準のスタイメレ

コー ド例 l int[]aryJ

～

主Й ラ乙
｀
つ

供みグリ御
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2 5 8 6 3 7

配列要素の確保

型と配列要 を指定 して次のように行います

コード例 l int[]arys

配列要素とは値を格納するための一連の領域です

各配列要素は一つの変数としての機能をもちます

,5イ｀

(デフォルト値)
false

ctiu°

°°°)

鼎 ]

″

l ary=new int[5]3     ロ

new演算子は指定された個数の配列要素をコ)進ュータのメモリ上に確保します

膨 配列要素は確保されたとき予め以下の値が代入されます

(ヨ聖)
boolean

char

:I::t、  ::::10 1°
ng

配列要素の参照   配列要ヨ

各配列要素の参照は配列変数の識別子と添え字を用いて次のようにします

↑ ゲ ↑添え字には個展の配列要素9=冒を重3&桜寿p甍塑婁舅電よ唐す  ″ 」土一・最初の配列要素を参照するには、添え学|ご
Vこ
を指定します

・最後の配列要素を参照するには、添え字に 配列要素の個数―■ を指定します

19jえば、5個の配列要素を持つ配列の場合は次のように0から4までの添え字を指定します

対応する

添え字

配列

識別引 I new国「配列要素の個判]:

配列要素を参照 (指定)して値を代入します

魔 34
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配列要素への値の代入は、各配列要素を参照して次のように行います

コード例 int[]aryj
ary = new int[5]j

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample10_1.java

//配列を用いて 5人の学生の点数を管理する
class Sample■ o_

{

public static void main(String[]args)

{

int i5

//配列変数の宣言
int test[]」

//int[]testiとも記述可能

//配列要素の確保
test = new int[5]」

teSt

//配列変数の宣言と配列要素の確保は同時に記述可能
// int test[]= new int[5]」

// int[]test = new int[5]」

〃各配列要素へ値を代入

teSt[0]=805

teSt[1]=603

test[2]=225

test[3]=503

test[4]=75j

//各配列要素 (添え字は oから 4まで)を順番に出力
fOr(i=Os iく 55 i++)

System.out.println(i+“番目の学生の点数は
‖+test[i卜 ‖です。・ )3
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実行画面

0番目の学生の点数は 80です。
■番目の学生の点数は 60です。
2番目の学生の点数は 22です。
3番目の学生の点数は 50です。
4番目の学生の点数は 75です。

//配列要素の動的な確保
■mport java。 ■o. 5

class Sample■ 0_

{

苅

ぃJ」
い
′`

public static void main(String[]args)thrOws IOException

■nt num」 //学生数
int[]testi  //学 生の点数を保存する配列変数

//キーボード入力の準備
BufferedReader br3

br = new BufferedReader(new

//キーボード入力
System.out.println("学 生の人数を入力して<ださしさ。

1)

num=Integer.parselnt(br.readLineO);← f酔)―
索バ拳t人

"//学生数分の配騎曇素を確保 1■多fV｀
test = new ■nt卿 3

、酪
1

/キーボードから点数を配列要素へ順番に入

曰
tの七

InputStreamReader(Systemoin))5

出殉

(int i=03iく numji++)

teSt[i]= Integer.parselnt(br.readLine())」

/配列要素に入力されている点数を順番に出力する
r(int i=03iく nun3i++)

System.outoprintln(i十
‖
番目の学生の点数は

‖+test[i]+‖ です。
‖
);

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample10_2.java

諺お
II形
とし
相 atぉ
｀

・
捧 の

膀
8

雅
レ́ 1印 13
ンヽいジ復νヽ
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実行画面

学生の

3

89

75

95

蝉
θ
を入力して<ださい。

0番目の学生の点数は 89です。
1番目の学生の点数は 75です。
2番目の学生の点数は 95です。

晶 配列要素の確保されていない領域ヘアクセスしたら,

ソースフアイル名 :Ext10_1.java

//添え字の範囲のミス
class Ext■ 0 1

{

public static void main(String[]args)

{

int i」

f(t[]夕{::IC尋]亀 il早易:己][[]121lEL′,7
′プ
'ノ～
へ/               te身 し

〃 test[4]よ り上の配列要素ヘアクセス
fOr(i=03 iく■Ol i++)

System.out.println(i+1:番目の配列要澤ミ|」ti:+test[i,]+::です。 ::)3

写 ィ

teル

実行画面

0番目の配列要素は 0です。
1番目の配列要素は 0です。
2番目の配列要素は 0です。
3番目の配列要素は 0です。
4番目の配列要素は 0です。
Exception in thread ilmain‖  java.lang.Arr
at Ext10_1.main(Ext10_1.java:13)
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配列の初期化

配列の初期化

指定された値の列が代入された配列要素を

もつ配列変数を宣言します

配列の初期化は、配列変数の宣言時に次のように行います

または

り回 ={口,□,□"口L /
コード例 l int[l ary={7,5,8,6,3,7)3

9配 列の初期化により、配列要素の確保や個展の値の代入廷芦<ことができます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample■ 0_3.java

//配列の初期化
class Sample■ 0_

{

public static

{

void main(String[]argS)

//配列の初期化
int test[]={80,60,22,50,75};

//int[]test={80,60,22,50,75}ぅ とも記述可能

//配列要素を出力
fOr(int i=o3iく 55i++)

□
“θとこ●τηジ%b
翁ツ″みl多畝づ純3.

system.out.println(i+"番目の学生の点数は
‖+test[i卜 ‖です。

‖
)5

実行画面

0番目の学生の点数は 80です。
1番目の学生の点数は 60です。
2番目の学生の点数は 22です。
3番目の学生の点数は 50です。
4番目の学生の点数は 75です。

国興 D={口,口,口"□h
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移 配列の初期化では配列要素の数を指定しません

配列要素の数は値の列より自動的に計算されます

珂

“

暦名配コ1  配列変数を用いない配列のことです
通常、配列は配列要素を配列変数に代入して用いますが

匿名配列は配列要素をそのまま用います

匿名配列は、次のようにして作成します

new国[]{Eヨ,匝コ,Eヨ,…,匝ヨ}
指定された値の列が代入された配列要素が確保されます

匿名配列は、次のように配列変数に代入してこれまでと同じように使用できます

int[] arys

ary = new int[](2,5,8,6,3,7};

また、メソッド (3avaプログラミング 2で解説)にヨ1数として渡すときよ<利用されます
obj.method■ (new int[]{2,5,8,6,3,7))3
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変数の種類

配列変数と参照型変数 i「 [:I「

基本型変数と参照型変数の 2種類があります
″   ″
田
値
‖
そのものを代入できます

boolean:型、 char:型、 byte:型 、 short:型、

int型、long型、float型、double型の 8種類の変数

ロー
三
橿垂憂∃

=… 場所
‖
を代入できます

〔′Jワ穿謬ツ2ラス型変数のみ

砕

D例 題 Sample■0_■ での配列変数の宣言と配列要素の確保は次のように理解できます

(■ )配列変数の宣言

int[]testi

(3)配列要素を配列変数へ代入

test = new int[5]3
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample10_4.java

//配列変数へ代入するということは P
class samplelo_4

{

public static void main(string[]

{

llt il=1, n25
int[]aryl=(1,2,3}, ary25

〃 int型変数へ代入
n2・ n15

//.配列変数へ代入

Ory2=aryl」

//変数と配列要素を出力

args)

脚牛

al■  aγγ2

system.out.println(:inl=::+nl+‖ ,  n2=!:+n2)3
system.out.print(‖ aryl={‖ )j
fOr(i=OJiく 3s i++)

System.out.print(aryl[i]+:1  11)」

system.out.println(・ }‖ )3
System.out.print(llary2={11),
fOr(i=0」 iく 35i++)
System.out.print(ary2[i]+‖   ‖)3

Systemooutoprintln(1:}:1)3

//一方の int型変数の値を変更
system.outoprintln(‖ n2 := 25:1)3
n2=23

//一方の配列要素の値を変更
system.out.println(1:ary2[1] := 43‖

)」

ary2[1]=4j

J  n2=‖ +n2)3

:: ::)」

1: :1)」

回
は
ロ

□
“
ロ

n.l aγ l′
72

回 □
hl目

む

ｓ

ｓ

ｒ

　

ｓ

ｓ

ｒ

　

Ｓ

ん

仔

曜

ヽ
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実行画面

nl=■ ,  n2=1
aryl={1  2

ary2={1  2

n2 := 2」

３

　

３

ary2[■ ] := 45
nl=■ ,  n2=2
ary■ ={1  4  3

ary2={1  4  3

１

１

り ヽ題 Sample■響 の変数の振る舞しⅥ数 のように図的に理解できます

(変数の宣言時)

(変数へ代入後)

(値の変更後)

9変 数同士の代入では、代入する倶」の変数に入つているデータが代入される側の変数にコ
ピーされます

い 基本型変数の場合には中に入つている値がコピーされ、参照型変数の場合には中に入つ

ｇ

ｎ２

ｇ

ｎ２

ｇ

ｎ２

厠

ｎ・

ｇ

ｎ・

ｇ

ｎ・

ary■

基本型変数同士の代入

そのときに入つている

値がコピーされます

参照型変数同士の代入

そのときに入つている

参照がコピーされます

ている参照がコピーされます

… ■0/■ 2 -



拡張 for文

]avaでは配列を処理するための特別な for文が準備されています

拡張 for文      配列に格納されている値が順番に取り出されます
取り出された値が変数に代入され文が処理されて、繰り返します

for(国 変数名:厘亘変≡∃)図

コード例 int[] ary={2,5,8,6,3,7}5

fOr(int i:ary)SyStem.out.println(1)3

9配 列の終端に到達するまで for文は繰り返されます
1回目の繰り返し :添え字 0の配列要素の値が変数に代入されます
2回目の繰り返し :添え字 1の配列要素の値が変数に代入されます
3回目の繰り返し :添え字 2の配列要素の値が変数に代入されます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Ext10_2.java

//エンハンスドfor文
class Ext10 2

{

public static void main(String[]args)

{

//配列の初期化
int[]test={80,60,22,50,75}」

//配列要素を出力
fOr(int num:test)

System.out.println(num)」

}

}

実行画面

０

０

２

０

５

８

６

２

５

７
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器 今日の講義のまとめ 目
=0配列を用いることにより、同じ型の複数の変数を一括して管理できます。

・配列を利用するには、ます配列変数を宣言します。次に、個数を指定して配列要素を確保

します。そして、各配列要素に値を代入します。

・配列の初期化を用いると、値を列挙するだけでその値が代入された配列要素が確保され、

配列変数へ代入されます。

・配列の初期化を用いる場合には、配列要素の個数は明示する必要はありません。

・変数には、基本型変数と参照型変数があります。基本型変数には、値そのものを代入でき

ます。参照型変数には、参照 (値のある場所)を代入できます。

・拡張 for文は、配列を用いた処理に適した繰返し文です。
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